















の後『テナント The Tenant』（1976） 『おとなのけんか Carnage』（2011）『毛皮のヴィーナス























































































































































2     Repulsion、Rosemary's Baby と The Tenant が含まれる、それぞれイギリス、アメリカ、パリを
登場舞台とした。






















4    映画に使われている虚構の薬草である。
写真1.2.5　　　　                 　　　　写真1.2.6
図１





































5     エヴリンの眼球には、彼女が‘flaw’と呼ぶ生まれつきの黒いシミがある。彼女の近親相姦の罪
の証となる眼球が最終的に銃で射抜かれたというのも、ブラックユーモア的である。
6     以降、本論文ではロマン・ポランスキー監督による映画『チャイナタウン』からのスクリーン
ショットを随時参照する［Blu-ray：ロマン・ポランスキー監督『チャイナタウン』パラマウ
ントホームエンタテインメントジャパン発売、2012］。
写真1.3.1　　　　　                    　　　　写真1.3.2




















































写真2.1.4         　　　      写真2.1.5        　　　       写真2.1.6





















場を立ち去るように説得される際に、‘Forget it, Jake. Its Chinatown’ というセリフがあった。
つまり、無秩序な社会の裏面を描くこの映画において、監督はかえって秩序感のあふれる
「対称」を求めている。そして、この中に線を引いて人物の間には隙間があることを強調し、






































































写真3.3           　　　　　　　　          写真3.4
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